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　亀田工区は、新潟市江南区域にあり亀田郷のほぼ中央に位置しています。
旧亀田町区域で東西約4km、南北3.7km総面積は約16.8kmです。亀田工区は
18分区・約730人からなる工区です。農地面積は田・畑合わせて約760haあ
ります。
　昭和23年からの土地改良事業により、大規
模な耕地整理・用排水路改修が行われ乾田化
の基礎となりました。その後、更に県営事業
（地沈・灌排等）で工区幹線用水、団体営事
業（土地総・小規模等）で支線用水路をそれ
ぞれ整備しました。造成された土地改良施設
は農業の近代化による農家経営の安定と地域
の環境整備に寄与しています。
　亀田排水路公園は、地域住民の癒しの場と
して亀田排水路を函渠化し、その上部を東
屋・ベンチ等を設置した遊歩道に整備し四季
の草花・親水施設等を楽しみます。また亀田
駅裏には亀田公園もあります。そして亀田地
区のスポーツ施設としてアリーナ・プール等
を備えた、亀田総合体育館（アスパーク亀
田）があります。

　また亀田郷土資料館・亀田郷土地改良区芦沼館など昔の民具・古文書・写
真等を展示している施設もあります。
　亀田工区の開発等による農地転用は、昭和
40年後半から多くなってきました。昭和50年
には国道49号バイパスが開通し、その後あけ
ぼの印刷団地・早通工業団地等開発造成され
てきました。現在、早通・鵜ノ子地域では、
アピタ・イオン等の大型商業施設が開店し多
くの人で賑わっています。
　農産物については、稲作はもとより、荻曽根・泉町周辺地域では県内屈指
の生産を誇る亀田の梅・「藤五郎梅」が生産されています。収穫の時期にな
りますと梅林一帯に梅の香りが広がります。梅干しはもちろん、梅シロッ
プ・梅ジュース・梅酒等に加工されています。そして、茅野山・日水周辺地
域では果汁たっぷり、糖度の高い梨の生産も盛んです。最近では食感が特徴
の西洋梨も栽培されています。
　亀田工区の業務窓口は亀田出張所です。亀田出張所は亀田郷土地改良区本
部1階にあります。業務内容は土地原簿・組合員名簿の調整、賦課徴収、工
区事務等です。近年亀田地域も都市化し混住化が進み一般地域住民からの用
排水路等に係る苦情・諸問題が出てきています。丸山工区長（副理事長）を
中心に役員・職員一体となって各種事業・維持管理に取り組んでいきます。
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